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～火事・救急・救助は119番～
秋の火災予防運動のお知らせ
10月18日(月)から10月24日(日)までの７日間、秋の火災予防運動を実施します。この運動は
火災が発生しやすい時期を迎えるにあたり、火災予防思想の普及や火災の発生を予防し尊い命
と大切な財産を火災から守ることを目的とし実施されているものです。
火災はちょっとした不注意や不始末から発生します。自分自身が注意することはもちろんの
こと、家族や職場の仲間、地域のみなさんが注意し合うことで火災予防につながります。
これからの季節は暖房器具の使用が増えると思いますが、使用前に器具に不具合がないか点
検し、使用する際は取扱いに十分注意して安全に使用しましょう。
期間中は、一般家庭防火訪問にて住宅用火災警報器の設置に伴う奏功事例説明や維持管理指導を行いますので
ご協力お願いします。

遭難に注意！
秋を迎え、キノコ採りなど入山する機会が増えると、山での事故や遭難も多くなります。遭難の特徴として、
入山場所の地理不案内や山菜採りに夢中になり、山奥に入りすぎて迷うなど、基本的なルールが守られずに遭難
しているケースが目立っています。
遭難すると、家族に心配や負担をかけるだけでなく、捜索にあたる地域の人達に迷惑をかけてしまいます。次
のことに十分注意して収穫の秋を楽しみましょう。
●遭難しないために！
～入山前～
•複数人で入山しましょう。
•食料、雨具、携帯電話、地図、コンパスなどを携行しましょう。
•行き先、帰宅時間を家族に知らせましょう。
～入山中～
•お互いに声を掛け合いましょう。
•急斜面を避けましょう。
•目立つもの（大きな木など）を中心に行動しましょう。
•早めに下山しましょう。
●万一遭難したら！
•歩き回らない。（夜は特に危険）
•ヘリコプターの音が聞こえたら、広い場所に出てタオルなどをふる。
※白いタオルは上空から見えやすい
●クマにも注意！
•出没情報のある場所には入らないようにしましょう。
•音を出しながら歩きましょう。
•うす暗いときには行動しないようにしましょう。
•クマの糞や足跡、つめ跡を見つけたらすぐに引き返しましょう。


